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「困っている人のために自分も何か役に立ちたい！」。そんな気持ちになる

ことって、みんなあるよね？ チャリティのもとになっているのは、その

「気持ち」なんだ。だからチャリティ・コンサートでは、その「気持ち」

がある人たち（演奏家や関係者など）が無償でコンサートを実現する。そ

して、お客さんがチャリティ・コンサートにはらったお金は、困った人々

のところへ行く。そういう仕組みになっているんだ。けれども問題はその

先。せっかく集められたそのお金は、一番困っている人のためにちゃんと

役に立てられているだろうか？これをきちんとしなければいけない。 

そのために大切なことは「目的と相手をはっきりさせること」なんだ。た

とえば今年のザルツブルク音楽祭（モーツァルトの生まれた町で毎年夏に

行われる、世界で一番有名な音楽祭）では、ザルツブルク市の姉妹
し ま い

都市
と し

で

ある川崎市のミューザ川崎シンフォニーホールが震災
しんさい

で壊
こわ

れてしまったこ

とに対して、それを修理
しゅうり

する費用
ひ よ う

を集めるチャリティ公演が行われ、 

■小中高生対象 

 東日本大震災復興支援プロジェクト 

「第九」チャリティ・コンサート 2011 
 ～届け！子どもたちの想い～ 

【日にち】 

12 月 23 日（金）19 時開演 東京オペラシティ 

【出演者】 

下野竜也（指揮） 読売日本交響楽団 井上圭子（オルガン）他 

【曲目】 

バッハ：「主よ、人の望みの喜びよ」 《オルガン・ソロ》 

ベートーヴェン：交響曲第 9 番＜合唱付＞ 

【チケット】 

小・中・高校生 

S 席 3,000 円 A 席 2,000 円 B 席 1,000 円 

小中学生の保護者 ※未就学児、大人のみの入場丌可 

S 席 8,000 円 A 席 6,000 円 B 席 4,000 円 

※次号の特集は「第九」です！！ お楽しみに！！ 

見どころ聴きどころ♪  

指揮者の下野竜也さんが、「みんなにぜひ聴いてほしい！」と、この公演の

ためにパイプオルガンによる、バッハ作曲の「主よ、人の望みの喜びを」を

特別にプログラムに取り入れました。被災した子どもたちのために、クラシ

ック音楽を通してチャリティ活動に参加してみよう！ 

ソニー音楽芸術振興会の 

チャリティ活動 

 

・コンサート会場での募金箱の設置 

・チャリティコンサートの実施 
 

被災された妊婦さんへ寄付するコンサートの詳細は裏面へ GO！！ 

 

↑指揮者の下野竜也さんに、「第九」について 

聞いてみたいこと大募集！！ 
 

たくさん演奏者がいるけど、いったい何人くらいいるの？ 

なんで「第九」って年末に演奏されるの？ 

などなど 

 

下野さんへの質問を大募集！！質問の答えは第 19 刊で発表するよ♪
（掲載内容は、抽選となる場合がございます） 

 

申込方法 

 

①お名前・年齢  

②下野さんへの質問 

                 ③「子ども音楽新聞」についての感想 

 

①～③を記入の上、 

ファックス：03-3261-9898 ／ メール：smf@sonymusic.co.jp 
（メールでは題名に「下野さんへ質問」と明記のこと） 

まで 11 月 20 日（日）必着で、お送り下さい。 
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日本赤十字社 第 45 回 献血チャリティー・コンサート 

New Year Concert 

【日にち】 

2012 年 1 月 12 日（木）19 時開演 サントリーホール 

【出演者】 

モーリス・ブルグ（オーボエ） 田村 響（ピアノ） 

下野竜也（指揮） 東京都交響楽団 

【チケット】 

S 席６,000 円 A 席５,000 円 B 席３,000 円 P 席 2,500 円 

※未就学児入場丌可 

「献血
けんけつ

」って何だろう？ それは、病気や事故で、命が危
あや

うくなってしま

っている人が早く助かるために必要な輸血
ゆ け つ

のための血液を少しだけ寄付

することなんだ。 

見知らぬ人の命を、少しの気持ちがあれば助けられる――。それが献血の

基本的な考え方だ。注射器
ちゅうしゃき

で血液を取るのはちょっとだけ痛いけど、それ

でも誰かの命がそれで助けられるなら…痛くないよね？（みんなはまだ子

どもだから献血しなくてもいいけどね※）。 

それから、輸血のための血液を早く運ぶための車を買ったり、整備
せ い び

したり

するのに必要なお金を集めるためのチャリティ・コンサートもあるよ。そ

れが MIKIMOTO 日本赤十字社献血チャリティー・コンサート（主催：ソ

ニー音楽芸術振興会）。もう 20 年以上、45 回も行われて 

いる。それくらい多くの演奏家たちが、「見知らぬ人の命 

を助ける」という「献血」の考え方に、賛成していると 

いうことなんだ。  

※献血は 16 才から可能      林田直樹（音楽ジャーナリスト） 

2000 万円以上ものお金が川崎市におくられた。具体的
ぐ た い て き

だからこそ、気持ち

がお金に出るんだね。 

もう一つ大切なこと。それはたとえば、元ベルリン・フィルのオーボエ奏者

ハンスイェルク・シェレンベルガーさんが、ピアニストの小菅優さんと一緒

に 10 月 25 日に銀座ヤマハホールで行ったチャリティ・コンサート（※裏面

参照 主催：ソニー音楽芸術振興会）のときに、こんな言葉で表しているんだ。 

「未来への希望を持てるように手助けをしたい」。そして「わたしはあなた

方と共にいたい」。人が生きて行く上でいちばん大切なこと、それは希望の

持てる日々を送るということなんだ。 

困っている人、苦しんでいる人に、「心は一緒だよ」と声をかけてあげること

なんだ。みんなもチャリティ・コンサートに、ぜひ興味
きょうみ

を持ってみてね！ 

 

林田直樹（音楽ジャーナリスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ聴きどころ♪  

オーボエの神様ブルグさんと、若手で大注目の

田村さんが有名な協奏曲をそれぞれ演奏しま

す♪いいとこ取りな贅沢な演奏会。 

聴かなきゃソンですよ～！ 



                                                             

被災された妊婦さんと赤ちゃんを守ろう！ 

“０才まえ”のためのチャリティ・コンサート 
 

 

 

寄付先：公益財団法人ジョイセフ（JOICFP） 

 

宮城県多賀城市では毎年、未就学児と楽しめるクラシック・コンサート“Concert for KIDS～0 才からのクラシックⓇ～”を開催していましたが、

東日本大震災により会場の市民ホールが被災し、今年は中止となっていました。 

しかし、多賀城市の皆様にこれまでの感謝と応援の気持ちを込めて、Sony Music Foundation はホテルキャッスルプラザ多賀城にて同コンサー

トを入場無料で開催しました。そのコンサートの模様をリポートしたいと思います…！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日は多賀城市だけではなく、仙台市や塩釜市などから約 350 名のお客様がご来場下さいました。ホテル内には、ハーブティーのサービスや家

族写真館、子ども広場などを併設し（提供：公益財団法人プラン・ジャパン）、0 才から大人まで心休まるひとときを過ごしてもらえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～宮城県多賀城市～ 

宮城県の県庁所在地である仙台市から程近い（電車で 20 分程）町です。 

昔「多賀城」というお城があった町で、その由来を受けて今も「多賀城市」 

という名前なんです。 

東京から仙台までは新幹線で約 2 時間です。 

す。 

 

 

これから楽しいコンサートのはじまりはじまり～ 
左から…松川儒（ピアノ） 礒絵里子（ヴァイオリン）  

大森智子（ソプラノ） 加藤直明（トロンボーン） 
 なにがはじまるの

かなぁ？ 

 

わくわく☆ 

礒さんがみんなの近くで演奏してくれましたよ！ 

ヴァイオリンの弓はお馬さんのしっぽの毛ででき

ているんだって！みんな、しってた？ 

? 

ソ プ ラ ノ の 大 森

さ ん と い っ し ょ

に、会場のみんな

も歌ったよ！ 

元 気 な 歌 声 が 会

場 に ひ び き ま し

た♪ 

音楽でからだをつかった

手遊びをしたよ！ 

 

リズムにのって 

 

トン 

トン 

タン タン タン♪ 

曲：モーツァルト作曲 

トルコ行進曲 

 

ホテル内には、プラン・

ジャパンが提供する無

料の子どもスペース、ハ

ーブティーのサービス、

家族写真館などが併設

されました。 

震災によりさまざまなストレスを感じていらっ

しゃるであろう日常のなか、この演奏会を通して

少しでも「音楽で笑顔になれる時間」を提供でき

たことを、とても嬉しく思っています。 

 

おや？トロンボーン

の加藤さんも、客席

で演奏してますね♪ 

すごい迫力でした！ 

♪演奏者の皆さんのあたたかさが伝わってきて、 

楽しかったです。 

♪力が湧いてきました。 

♪一緒に体を動かすのがとても楽しかったようです。 

♪生でステキな音楽が聴けてとても嬉しかったです。 

 気分もさっぱりしました。 

 

←次回“0 才まえ”のためのチャリティ・コンサート 

□日時：2012 年 3 月 25 日（日）15:00 開演（14:30 開場） 

□場所：HAKUJU HALL ※未就学児入場丌可 

□出演：長谷川陽子（チェロ）、鷲宮美幸（ピアノ） 

    メディカル・アドバイザー越野立夫（お話） 

ジョイセフは、世界中の妊婦さんや赤ちゃんを守り、支援する活動を行っ

ている団体です。ソニー音楽芸術振興会では、毎年妊婦さんを対象とした

「０才まえのコンサート」を開催していましたが、この度の大震災に鑑み、

６月と９月のコンサートを、被災された妊婦さんと赤ちゃんを守るための

チャリティ・コンサートに変更、入場料の一部と当日の募金は、ジョイセ

フに寄付いたしました。 

Concert for KIDS での寄付  
 
                       

 

 

 

※2011 年 4 月～10 月までの寄付額        ※募金を含めた寄付総額 

 

コンサート会場で CD を買うと、CD1 枚 

につき、200 円寄付されます。 

 

 

 

 

 

    寄付先：RESTART JAPAN（リスタート ジャパン）ファンド 
※このファンド（基金）は、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンが設立したもので、 

被災した子供たちを支援するための活動に役立てられます。 

 

シェレンベルガー×小菅優 

チャリティ・デュオ・リサイタル 
銀座ヤマハホール／10 月 25 日開催 
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